【小学生高学年礼拝コンテンツ】

霊界②｜ご先祖さまと私たち

今週も霊界についてのお話です。今週は「ご先祖さまと私たち」というタイトルでお話ししたいと思います。
前回、「霊界」という世界について学びましたね。今回は、もうすでに霊界にいっている方々についてのお話しです。

私たちには、「先祖」という存在がいます。皆さんは「先祖」という言葉は聞いたことあるでしょうか？自分の家系の中で、私たちよりも先に生きて、先に亡くなった血のつながりのある方々のことを言います。つまり、おじいちゃんのおじいちゃん、そのまたおじいちゃん、と、私たちはだれしも先祖がたくさんいます。

私たちの先祖の中にも、生きている時に感謝の心で善いことを沢山して亡くなった方と、悪いことをして亡くなった方がいます。ということは、先に霊界に行きながら、天国で生活をしている先祖もいれば、地獄で苦しい生活をしている先祖もいるのです。

先祖の方々は、霊界から私たち子孫の行動を見ています。
なぜかというと、良い先祖は、今生きている私たちをいつも助けたいと思っています。良い先祖から助けがあると、生活が豊かになり、大きな事故や病気になりにくく、善いことをひらめくようになります。
反対に、悪い先祖は、地獄の苦しみから抜け出したくて、生きている私たちに頼ります。そうすると、私たちの生活の中で、病気や事故、災難、家族が仲良くできないなど、色々な問題が起きるようになります。一生懸命生きているのに、つらいこと、悲しいことばかり起きるのは、先祖たちの救われたいという叫びが表れていると言えるのかもしれません。

そのような先祖を私たちはどのように救っていくことができるでしょうか？ 
もし、先祖が悪いことをしてしまったことで、私たちの人生に不幸が起こってしまった場合、私たちはその不幸を感謝して受け止めるということがポイントです。地上に生きている私たちが先祖のかわりに、感謝の生活をし、人の為に生き、善い行いを積み重ねていくことが大切なのです。
また、善い先祖に協力してもらえるようになるにも、私たち自身が、善い先祖の心に似る必要があります。そして同じように、感謝の心で生活することが大切になります。

一言で「感謝」といいましたが、この感謝にも3つのレベルがあります。一つは、小さな良いことに感謝すること。二つ目は、当たり前のことに感謝すること。三つめは、不幸に感謝することです。
一つ目の小さなことに感謝というのは、例えば皆さんが学校で、友達からやさしい言葉をかけてもらったり、先生からほめてもらったり、誰かに親切にしてもらったときに、感謝するということです。
二つ目の、当たり前の生活に感謝するということは、今、私たちが普段できていること、住む場所があり、食べるものがあり、空気を吸うこともできています。このような当たり前に身の回りにあること、当たり前の環境に感謝するということです。
そして、感謝のレベル三つ目が、「不幸に感謝する」です。つらい環境に置かれても、「この不幸のおかげで不幸な人の気持ちを知ることができた、ありがとう」と言ったら、サタンもびっくりしてしまうでしょう。
不幸に感謝することは簡単ではありません。真の父母様は、いつも「恩讐を愛しなさい」と語られています。自分をいじめて不幸にしてきたり、傷つけてくる人を愛し、その人の為に祈りなさいと教えて下さっています。これが、真の愛です。
　この、真の愛をもって生きる事が、良い先祖の協助を沢山うけ、悪い先祖による不幸を受け止める秘訣です。
　
ここで、皆さんに、真のお父様のみ言を紹介します。
『皆さんは、いつも「三代を代表した私だ」と考えなさいというのです。それゆえ霊界が自分の肩にかかっているのです。皆さんの先祖が、皆さん自身にかかっているというのです。(中略) ですから、霊界が自分の肩にかかり、親戚が自分の肩にかかり親戚だけでなく国が自分の肩にかかり、これから来る後孫の前に正しい伝統を立てておかなければならないのも、自分の肩にかかっています。(真の御父母様み言集地上生活と霊界P533～p534)』

つまり、自分の先祖が悪い先祖だったとして、その事実は変えることができません。地上での出来事を受け止める方法もそうですが、私たち自身が「悪い先祖」にならないことがとても大切です。
皆さんは、これから生まれてくる、自分の子供たちや孫たちが良い先祖の協力を得るためには、私たちがこの地上で真の愛で善い生活をしなくてはならないということです。

今回は、「霊界②ご先祖さまと私たち」と題して、私たちと先祖との関係、私たち自身が良い先祖になるためには、感謝の生活をすることが大切だということを学びました。

私たちは、知らず知らずの内に、生活の中で先祖や霊界の影響を多く受けています。だからこそ、辛く苦しいこともありますが、その時には、もし私が天国に住む人だったら、どのように受け止め、どのように考え、どのように行動するのか、天の父母様と一つになりながら考えて、感謝の気持ちで乗り越えていきましょう。

